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(57)【要約】
【課題】　大玉のぶどうの皮を簡単に迅速かつ清潔にむ
き、果肉に直接触れる事なく衛生的に食することが出来
る食器具を提供する。
【解決手段】　４センター柄部の長手方向の一方に２ａ
サイド保護部と２ｂサイド保護部に挟まれた１刃部を有
し、他方に、５くり貫き部を有することを特徴とした食
器具。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　柄部の両端に刃部とくり貫き部を備える食器において、前記刃部は、刃部本体の両サ
イドに互いに平行に設けられた一対のサイド保護部との中間に平行かつ、直角上向きの刃
部であり、サイド保護部と前期刃部は両サイド保護部に対して刃部の先端が下方に所定の
角度を有することを特徴とする食器具。
【請求項２】
　　前記くり貫き部はセンター柄部を境に前記刃部の反対側にあり、開口部を上に向けた
、中空半球状のくり貫き部を有することを特徴とする食器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、巨峰等の大玉のぶどうを食するときに使用する食器具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、巨峰等の大玉のぶどうを食べるには、皮はむかずにそのまま口中に入れるか、指
先で皮をむき食べるかの方法をとっていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　　そのために次のような問題点があった。
　　（イ）皮をむかずに口中に入れるので、近年問題となっている残留農薬等の心配があ
る。
　　（ロ）果肉にしっかり付着している皮をむく作業はたいへん面倒であった。
　　（ハ）皮をむくにも、果汁の多い果物であり、むいている最中に果汁があふれ出てた
いへん扱いにくかった。
　　（ニ）こうして苦労して取り出した果肉を素手で口中に入れるのは衛生的とは言えず
、行儀、見栄えの悪い所作であった。
　　本発明は以上の問題点を解決するためになされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　４センター柄部の長手方向の両端部よりその延長方向に向かって３ａ１刃部取付け柄部
及び３ｂ５くり貫き部取付け柄部が取付けてあり、それぞれ、３ａ１刃部取付け柄部の先
端には、２ａサイド保護部及び２ｂサイド保護部に挟まれた形で中央に適度の間隔をもっ
た１刃部が付いており、３ｂ５くり貫き部取付け柄部の先端には５くり貫き部が付いてい
る。
【０００５】
　２ａサイド保護部及び２ｂサイド保護部は３ａ１刃部取付け柄部の先端から少し下向き
にカーブする一般的なフォーク状のカーブをもって形成される。
【０００６】
　２ａサイド保護部及び２ｂサイド保護部に挟まれ適度の間隔をもった中央に、３ａ１刃
部取付け柄部の先端から出ている１刃部は、刃が直角上向きに付いており、刃の先端は下
向きに適度な角度が付いている。
【０００７】
　１刃部の取り付けは、２ａサイド保護部と２ｂサイド保護部の間の部材を刃型に形成し
て直角上向きにひねってもよいし、別途刃型状の形状の部材を作り直角上向きに溶着して
もよい。
【０００８】
　３ｂ５くり貫き部取付け柄部の先端に取付ける５くり貫き部は、大玉のぶどうをくり貫
くのに使用するが、これは一般的に販売されている果実用のくり貫き器であり、本発明と
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関係はない。ただし、本発明の１刃部の付いたぶどう皮むき器と一連の作業にそって使用
した場合その効果が発揮される。
【発明の効果】
【０００９】
　簡単にかつ綺麗に清潔に手の指を直接触れる事なくぶどうの皮をむくことができ、皮を
むいた中の果肉にも直接手を触れること無く衛生的に速く大玉のぶどうを食することが出
来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の形態について図面に基づいてその作用効果を簡単に説明する。
　大玉のぶどうを食するにあたって本発明を使用する場合、［図３］及び［図４］に示す
ように１刃部の先端を大玉のぶどうのヘタが付いていた穴に１刃部を上向けに差し入れる
【００１１】
　この時、１刃部は２ａサイド保護部と２ｂサイド保護部に対して先端が下方に適度な角
度が付いているので、大玉のぶどうのヘタの穴に１刃部を差し入れると必然的に２ａサイ
ド保護部と２ｂサイド保護部とに挟まれた１刃部が大玉のぶどうの皮の内側から添えられ
ることになる。
【００１２】
　この状態で大玉のぶどうを皮の上から指先で持ち、１刃部が大玉のぶどうの皮の内側を
すべるように半回転させると、大玉のぶどうは表皮及び表皮に近い部分の果肉を半周切断
された状態になる。
【００１３】
　こうして皮が半周切断された状態の大玉のぶどうに、５くり貫き部を［図５］のように
挿入して皮の内側に添って１回転させると、きれいに果肉のみを形を崩さず、果汁も流れ
出さず取り出すことが出来る。これを口中へ運べば果汁には全く手を触れずに食すること
が出来る。
【００１４】
　また、大玉のぶどうの種子がありこれを出したい場合は１刃部をぶどうのヘタの穴に差
し入れる時、角度を調節して果肉の中に少し深く差し込むと果肉表面部分が深めに切り込
まれて容易に種子が出せる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の斜視図出ある。
【図２】本発明の正面図出ある。
【図３】本発明の１刃部を大玉のぶどうのヘタの穴に挿入した状態の部分正面図である。
【図４】本発明の１刃部を大玉のぶどうのヘタの穴に挿入した状態の部分斜視図である。
【図５】本発明によって切り込みが入った大玉ぶどうの皮に、５くり貫き部で８大玉のぶ
どう果肉部をすくい取る図である。
【符号の説明】
【００１６】
１　　刃部
１ａ　刃部取付け部
２ａ　サイド保護部
２ｂ　サイド保護部
３ａ１刃部取り付け柄部
３ｂ５くり貫き部取付け柄部
４　　センター柄部
５　　くり貫き部
６　　大玉のぶどう
７　　大玉のぶどうの皮
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８　　大玉のぶどうの果肉

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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